
                  新生徒会長の誕生～より良い学校を目指して～ 
                   生徒会活動は、役員だけが活動するものではありま 

せん。生徒会は全校生徒が学校における自分たちの生 
活の充実・発展や学校生活の改善・向上を目指すため 
に、自発的、自治的に行われる活動です。全校生徒で 
力を合わせて生徒会役員の皆を盛り立てていくことを 
期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 取 北 高 校 だ よ り 
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名北の風 
 

応援演説会・生徒会役員選挙の結果 

 ６月２６日（水）に実施された生徒会役員選挙では、以下の３名の生徒が立候 

補し、候補者演説と投票が行われました。即日開票の結果、立候補者全員が信任 

されました。その他の役員（書記２名、会計２名、庶務若干名）については、会 

長より指名され代議員会によって承認を受ける（生徒会会則第２章第９条）こと 

になっています。積極的な生徒会活動が展開されることを期待しています。 

   新生徒会長の決意表明 ２ 年 佐藤誠之介（柳生中出身） 
  私は一年間、生徒会長の仕事を先輩の近くでずっと見てきました。 
そして、その偉大さを知り、生徒会長になることを決意しました。私はこの学校を、挨拶の 
飛び交う学校にしていきます。挨拶は、会話や敬語の基本であり、自分と相手を繋げる言葉です。生徒一人一
人が積極的に挨拶ができるよう、挨拶運動などの企画を通して学校全体に広めていきたいと思います。また、
私は今年の文化祭に、クラスで模擬店を出店できるようにしたいと考えています。これまでの文化祭では、各部
活動が主に出店していました。今年の文化祭を全校生徒が全力で楽しめるよう、最大限の力を尽くしていきた
いと思います。これから一年間、責任を持って仕事に取り組みますので、どうぞよろしくお願いします。 
 

応援団長の候補者現れず・・・このまま応援団は消滅してしまうのか!? 

 生徒会選挙規約第３条では「生徒会会長、副会長及び応援団団長の選挙は全校一斉に行う記号式無記名投

票によって選出される。」と規定されています。昨年度十数年ぶりに応援団長が登場して応援団復活を喜ん

だのも束の間、今回の生徒会選挙では応援団長の立候補者は現れませんでした。先日、２回生の応援団長だ

った羽田良浩さんが来校し、学校設立当初の応援団がどのようなエールをきっていたのかを直々に教えてい

ただける機会がありました。設立当初のエールは某大学の応援団のエールを完全コピーしたものであること

や、第一応援歌、第二応援歌が存在したことなどを教えていただきました。また、当時のエールの動きを大

先輩と一緒に行うことができました。羽田さんから設立当初のエールの情報を得たことは、応援団の再興に

向けての大きな一歩となります。また、応援歌の楽譜も残っていました（かつては生徒手帳に掲載されてい

ました）。応援団は学校の活動や文化の一翼を担い、校内の結束を深める重要な存在です。過去の栄光を称

えつつ、未来への情熱を持ち合わせた次なる応援団長が現れ、新たな応援団の誕生を信じるばかりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長（１名） ２年 佐藤誠之介 
副会長（２名） ２年 吉田 らん 

        １年 青山 陽咲 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 宮城県名取北高等学校 】 〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田 103   TEL 022-382-1261  FAX 022-384-8976 

HP https://natorikita.myswan.ed.jp/  mail  natorikita@od.myswan.ed.jp  （担当）教頭・穀田 浩美 

東北大会出場決定！県総体で水泳部が大活躍！ 
６月２１日～２３日まで開催された県総体競泳にお

いて、５つの種目で８位以内に入賞し、東北高等学校
選手権大会の出場権を獲得しました。東北高等学校選
手権大会（競泳）は７月１９日～２１日、福島・郡山
しんきん開成山プールにて開催されます。インターハ
イ出場に向けて更なる活躍を期待しています。 
男子 100Ｍ平泳ぎ 第２位 布田望斗 
男子 200Ｍバタフライ 第５位 片平瑛太 
男子 100Ｍバタフライ 第６位 片平瑛太 
男子４×100Ｍメドレーリレー 第７位  

片平瑛太・二瓶結登・布田望斗・近藤快音 
男子４×200Ｍフリーリレー 第８位  

二瓶結登・布田望斗・片平瑛太・近藤快音 
総合成績 第８位 名取北高校 

東北大会に向けて ３ 年 近藤快音（郡山中出身） 
 この度の県総体において、水泳部の仲間とともに一致
団結して競技に臨んだ結果、５ 種目で東北大会出場を
決めることができました。このような成績をあげること
ができたのは、いつもそばで支えてくれる顧問の先生
や家族、仲間がいたからです。東北大会では、今回の
記録をさらに超えられるよう、悔いの残らないように全
力で頑張ってきます。応援、よろしくお願いします。 

地域活性化のためのお手伝い  

 名取市増田地区にある田高団地は高齢化が 

進み、毎月行われている定例清掃の参加者が 

減少してしまい、最近は清掃も人手不足で定例開催

が困難になっていました。そこで田高団地会長から

「この状況の打開策として名取北高生の力をぜひお

借りしたい」という声が寄せられました。継続的に

清掃ボランティアとして奉仕活動部が協力をしてい

くこととなり、先日６月２０日に第 1回の共同作業

を行いました。 

働くことの喜び 2年 武田大和（逢隈中出身） 
 私は今回の田高団地でのボランティア活動を通して、
誰かのために働くことの楽しさや喜びを知ることがで 
きました。これをきっかけに、地元でのボランティア活

動も参加していきたいで
す。田高団地の皆さんに
は、ボランティア活動を
通して仲良くしてもらい
活動に参加して良かった
と思いました。また引き
続き皆さんと清掃活動を
したいと感じました。 

    
 
 

８月の行事予定 

１０日（土）全統共通テスト模試（外部）     ２９日（木）５分短縮午前授業・午後北高祭準備 

２１日（水）開講式・１、２年課題テスト     ３０日（金）北高祭１日目（校内） 

２５日（日）全統記述模試（外部）        ３１日（土）北高祭２日目（一般公開） 

東北総合スポーツ大会弓道競技出場決定！ 
６月８日には近的競技で、翌９日と１５日に

は遠的競技で東北総合スポーツ大会の選考会が
行われました。この選考会で２年の塚部美來さ
んが優秀な成績を収め、８月１７日・１８日に
秋田県で開催される東北総合スポーツ大会弓道 

競技の宮城県代表選手に選ばれました。 
この大会で上位２県が１０月に佐賀 
県で開催される国民スポーツ大会へ 
の出場権を獲得することできます。 
出場権獲得に向けて頑張ってください。 

正射必中 ２ 年 塚部美來（亘理吉田中出身） 
 私は『正射必中』をもとに技術、体力を身に付
け、日々の練習を大切にし、全国大会出場に向け
て努力しています。 
 県総体では、個人戦準決勝進出目前というとこ
ろで敗れ、悔しい思いをしました。弓道を始めて
２ 年目なので、弓道の経験、知識が未熟です。
そんな中で宮城県代表になり、東北大会に出ると
いうのは不安な部分が多いですが、同じく代表に
なった先輩の方々や監督、コーチ陣の力を借り、
一射一射を大切にしながら技術の向上を目指しま
す。８ 月の東北総合スポーツ大会そして１ ０ 月に
佐賀県で行われる国民スポーツ大会出場に向け、
全力で努力していきます。応援よろしくお願いしま
す。 

成年年齢引き下げに関する消費者教育講演会 

６月２２日（土）に、あすなろ法律事 

務所の鎌田健司氏を講師にお迎えして、 

ＰＴＡ講演会が開催されました。この講 

演会は、３学年の生徒と保護者の方々を対象に行

われ、多くの皆様にご参加いただきました。令和

４年４月に行われた民法の改正により、成年年齢

が１８歳に引き下げられたことを受けて、鎌田氏

は未成年と成年の法的な違いや、保護者の承諾な

しに行える行為について、具体的な事例やクイズ

形式も交えながら講話をしてくださいました。生

徒たちだけでなく、保 

護者の方々も積極的に 

参加し、法律に関する 

理解を深める貴重な機 

会となりました。 
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